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負債の部

科     目

流 動 負 債【 】

未 払 費 用

未 払 代 行 手 数 料

未払投資助言手数料

未 払 法 人 税 等

未 払 消 費 税

預 り 金

賞 与 引 当 金

固 定 負 債【 】

役員退職慰労引当金

負 債 の 部 合 計

金     額

】【 121,474,519

11,879,051

62,664,968

3,675,413

17,612,200

10,882,200

1,112,892

13,647,795

】【 5,930,000

5,930,000

127,404,519

純資産の部

科     目

株 主 資 本【 】

資 本 金【 】

利 益 剰 余 金【 】

利 益 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金（ ）

繰 越 利 益 剰 余 金

純 資 産 の 部 合 計

負債・純資産の部合計

金     額

423,194,095】【

200,000,000】【

223,194,095】【

21,097,930

202,096,165）（

202,096,165

423,194,095

550,598,614

科     目

資産の部

流 動 資 産【 】

現 金 及 び 預 金

前 払 費 用

未 収 収 益

未 収 委 託 者 報 酬

固 定 資 産【 】

有 形 固 定 資 産（ ）

建 物 付 属 設 備

工 具 器 具 備 品

工具器具備品(3年償却

無 形 固 定 資 産（ ）

ソ フ ト ウ ェ ア

電 話 加 入 権

投 資 そ の 他 の 資 産（ ）

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

敷 金

資 産 の 部 合 計

金     額

499,230,353】【

333,263,124

353,100

2,851,685

162,762,444

51,368,261】【

16,172,699）（

2,716,723

12,999,287

456,689

5,425,634）（

4,278,815

1,146,819

29,769,928）（

1,944,445

7,409,559

20,415,924

550,598,614

(単位：円)

貸 借 対 照 表

ちばぎんアセットマネジメント株式会社

2019年  3月 31日 （当期会計期間末）



ちばぎんアセットマネジメント株式会社

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１.有価証券の評価基準及び評価方法

　移動平均法に基づく原価法によっております。

２.固定資産の減価償却の方法

（1）有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法を採用しております。

（2）無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法を採用しております。

  なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に

基づく定額法によっております。

３.重要な引当金の計上方法

（1）賞与引当金

　従業員の賞与の支払に備えるため、賞与支給見込額のうち当期に対応する見積額を計上

しております。

（2）役員退職慰労引当金

　役員に対する退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上してお

ります。

（3）貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、過去の実績及び現在における状況からみた見込

額を計上しております。

４.消費税等の会計処理は税抜方式によっております。

（表示方法の変更に関する注記）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」に伴う変更）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2月16日）を、

当事業年度から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は

固定負債の区分に表示する方法に変更しております。

（貸借対照表等に関する注記）

　 有形固定資産の減価償却累計額 円

（株主資本等変動計算書に関する注記）

   事業年度の末日における発行済株式の数 株

（１株当たり情報に関する注記）

１.１株当たりの純資産額 円 52 銭

２.１株当たりの当期純利益 円 78 銭

個 別 注 記 表

31,601,767

4,000

13,816

自　2018 年 4 月 1 日　　至　2019 年 3 月 31 日

105,798


